2026年●月
[代理店の外部委託先]弊社業務の委託先の皆さま
[代理店]　●●株式会社

【重要】フロンティアAIの脅威に対するサイバーセキュリティ強化のお願い

拝啓　時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、誠にありがとうございます。
近年、「フロンティアAI」と呼ばれる最先端AIモデルの発展に伴い、高度なサイバー攻撃が世界的な脅威となっており、国内においては官民連携でサイバーセキュリティ対策に関する各種検討がなされていることが大きく報道されています。
こうした中、5月22日に金融庁と日本銀行から、「フロンティアAIによる脅威変化を踏まえた金融機関等の短期的な対応」に係る要請が発出されました。
これを受け、弊社は、委託先の皆さまを含めたサプライチェーン全体でのセキュリティ対策をより一層強化することで、一連の脅威に対して、迅速かつ適切に対応できる態勢をさらに整備してまいる所存です。
　これらを踏まえまして、今般、弊社業務の委託先の皆さまに下記のとおりご依頼申し上げます。　　ご確認のうえ、目安の期日までにご対応をお願いしたく存じます。
皆さまとともに、適切に事業運営を行ってまいりたく、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
敬具
記

１．ご依頼の背景等
・フロンティアAIは、サイバーセキュリティ性能が高く、従来は発見困難であった脆弱性が短期間に大量に発見され、修正プログラムが多数提供される可能性があるとされています。
・金融庁等の要請（※）において、短期的な対応として、優先的に対応すべきサービス等を特定し、概ね１か月程度を目途に、大量の脆弱性への対応を行うことが求められています。
　※金融庁公式ウェブサイト：https://www.fsa.go.jp/news/r7/sonota/20260522-5/20260522.html
・フロンティアAIがもたらす脅威は、弊社業務の委託先の皆さまにも同様に及ぶ可能性があることから、要請の趣旨等に鑑み、下記の対応を依頼させていただくものです。

２．ご依頼事項
（１）対象となるシステム
　　弊社から委託した業務で使用しているシステム等（サーバ、ネットワーク機器等のIT資産）
　　※上記IT資産に接続されているシステム等を含みます
（２）ご対応いただきたい事項
　　別紙をご参照ください。
　　※貴社システム部門やシステム保守・運用を委託するITベンダーにご依頼ください。
　　※弊社から委託した業務の再委託を行っている場合は再委託先に同様の対応をご依頼ください。
（３）ご対応期日（目安）
　　2026年7月末日

３．お問い合わせ先
　[代理店連絡先]●●●●●●
　
以上
別紙　ご対応いただきたい事項　※弊社へのご回答・ご提出は不要です
・貴社のシステム部門にご連携のうえ、ご対応期日（目安）の6月末までにご対応いただくとともに、　　　必要に応じて、システム保守・運用を委託するITベンダーへのご依頼をお願い申し上げます。
・弊社から委託した業務の再委託を行っており、再委託先（再々委託先以降を含みます）が委託業務でシステム等を使用している場合は、再委託先に本文書をご案内のうえ、同様の対応をご依頼ください。
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